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2026年3月期 第3四半期 決算説明資料

2026年2月5日 株式会社NTTデータグループ

NTTデータグループの佐々木でございます。

本日はお忙しいところ、決算説明会にご参加いただきまして、

誠にありがとうございます。
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こちらが、本日のアジェンダとなります。

まずは、2026年3月期 第3四半期実績についてご説明いたします。

4ページをご覧ください。
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INDEX

1. 2026年3月期 第3四半期実績

2. 業績内訳等

3. 主な事業トピックス

4. 巻末資料 -決算・業績予想値の詳細-

ご注意

※本資料に含まれる将来の予想に関する記載は、現時点における情報に基づき判断したもので
あり、今後、内外の経済や情報サービス業界の動向、新たなサービスや技術の進展により変動
することがあり得ます。従って、当社グループとして、その確実性を保証するものではありません。

※本資料に掲載されているサービス及び商品等は、当社グループ各社あるいは他社等の登録商
標または商標です。



（説明省略）
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1
2026年3月期第3四半期実績

1. 2026年3月期 第3四半期実績

• 2026年3月期 第3四半期実績（前期比増減概要)

• 2026年3月期 業績予想修正

• 受注高 ｜増減内訳

• 売上高 ｜増減内訳

• 営業利益 ｜増減内訳

2. 業績内訳等

3. 主な事業トピックス

4. 巻末資料



こちらが、第3四半期実績の概要でございます。

対前期比では、

売上高は、2,360億円の増収

営業利益は、1,482億円の増益

四半期利益は、1,265億円の増益

受注高は、3,377億円の増加

となりました。

第2四半期におけるデータセンター譲渡益の効果もあり、

全社で増収増益となっております。

5ページをご覧ください。
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（単位：億円）

• 第2四半期におけるDC譲渡益の効果を含め、対前期増収増益

• 受注高も国内、海外の大型案件獲得により増加

2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

前期比
（金額）

前期比
（比率）

売 上 高 34,078 36,438 +2,360 +6.9%

営 業 利 益
（営業利益率）

2,360
（6.9%）

3,842
（10.5%）

+1,482
（+3.6P）

+62.8%

四半期利益(*) 904 2,169 +1,265 +140.0%

受 注 高 36,643 40,020 +3,377 +9.2%

<参考 DC事業除き受注高> <31,357> <34,055> <+2,698> <+8.6%>

2026年3月期第3四半期実績（前期比増減概要）

(*) 2026年3月期第1四半期までは当社株主に帰属する四半期利益を記載していましたが、2026年3月期第2四半期より非支配持分を含めた四半期利益を記載しております。



DC譲渡益について、計画値1,554億円に対し実績値1,295億円となり

260億円減少しております。

そのため、減少額相当を通期の業績予想へ反映いたします。

売上高は、期初予想から260億円減の4兆9,107億円といたします。

営業利益は、同じく260億円減の4,960億円といたします。

四半期利益は、DC譲渡益の一部免税により税金費用が計画より

縮小するため、期初予想から60億円減に留まり2,600億円といたします。

引き続き業績の詳細について、次ページ以降でご説明いたします。

6ページをご覧ください。
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• DC譲渡益について、計画値1,554億円に対し実績1,295億円へ260億円減少

• DC譲渡益の減少額相当を業績予想へ反映

（単位：億円）

2025年3月期
実績

2026年3月期
修正予想

前期比
（金額）

2026年3月期
期初予想

期初予想差
(金額)

売 上 高 46,387 49,107 +2,720 49,367 ▲260

営 業 利 益
（営業利益率）

3,239
(7.0%)

4,960
（10.1%）

+1,721 5,220
（10.6%）

▲260

四半期利益 1,393 2,600 +1,207 2,660 ▲60

受 注 高 49,616 47,200 ▲2,416 47,200 -

2026年3月期業績予想修正

DC事業
除き

DC事業
除き



まず受注高については、日本・海外ともに好調であり、
対前期比で3,377億円増加いたしました。

日本セグメントは、
各分野好調であり、主に公共・社会基盤分野と金融分野における
大型案件の獲得等により2,373億円の増加となりました。

海外セグメントは、
グローバル・テクノロジー&ソリューション・サービス(以降GTSSと称します。)
のデータセンター事業における大型案件の獲得により
1,095億円の増加となりました。

7ページをご覧ください。
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受注高 ｜増減内訳（2026年3月期 第3四半期実績）

日本セグメント、海外セグメントいずれも大型案件の獲得により増加。

2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

日本 海外
(為替影響除き)

為替影響 その他 2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

（単位：億円）

公共・社会基盤

金融

法人

North America ▲803
EMEAL

APAC +334

GTSS +1,256

North America▲136

EMEAL ▲219

APAC ▲76
GTSS ▲236

+1,095

（単位：億円）

受注高
2025年3月期 2026年3月期 対前年度 対業績予想 2025年3月期 2026年3月期 対前年度

4月～12月 4月～12月 増減 2026年3月期 予想 2025.4～12進捗率 10月～12月 10月～12月 増減

合計 36,643 40,020 +3,377 47,200 - 11,639 12,524 +885

日本 12,320 14,693 +2,373 18,100 81.2% 3,558 4,466 +908

海外(*) 24,224 25,320 +1,095 29,000 - 8,047 8,122 +75

その他 98 7 ▲91 100 7.2% 33 ▲65 ▲98

(*) このうち、データセンター事業の受注高は、2025年3月期 4月～12月：5,287億円、2026年3月期 4月～12月：5,965億円。2026年3月期予想には含みません。

DC事業
除き

DC事業
除き

+3,377

+884

+1,070

+237

+89036,643

40,020▲669

+1,765

+2,373 ▲91



次に、売上高の状況です。

全体では対前期比2,360億円の増収となっております。

日本セグメントは、
各分野いずれも増収となり、セグメント全体では771億円の増収となりました。

海外セグメントは、
APACが減収となったものの、第2四半期のDC譲渡益に加え、
データセンター事業が順調に拡大したこともあり、海外セグメント全体では
1,800億円の増収となりました。

8ページをご覧ください。
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（単位：億円）

売上高
2025年3月期 2026年3月期 対前年度 対業績予想 2025年3月期 2026年3月期 対前年度

4月～12月 4月～12月 増減 2026年3月期 予想 2025.4～12進捗率 10月～12月 10月～12月 増減

合計 34,078 36,438 +2,360 49,107 74.2% 11,677 12,833 +1,157

日本 13,827 14,598 +771 19,590 74.5% 4,961 5,162 +201

海外 20,541 22,340 +1,800 30,267 73.8% 6,828 7,966 +1,137

その他 ▲290 ▲500 ▲210 ▲750 - ▲113 ▲294 ▲182

売上高 ｜増減内訳（2026年3月期 第3四半期実績）

日本セグメントの成長、海外セグメントのDC譲渡益等により全社で増収。

2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

日本 海外
(DC譲渡益
為替影響除き)

DC譲渡益 為替影響* その他 2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

（単位：億円）

公共・社会基盤

金融

法人

+437

+50

North America +44

EMEAL

APAC ▲28
GTSS +430

+156

North America▲118

EMEAL ▲210

APAC ▲70

GTSS ▲176

+1,800

+495

▲210

(*) 為替影響は、全ユニット共通でUSD建実績値を円換算した際の、当年度と前年度の為替レート差による影響額を表示しております。
USD為替レート（期中平均レート）は2025年3月期 4月～12月：152.64円、 2026年3月期 4月～12月：148.71円。DC譲渡益のみ147.03円（取引日レート）。

(*)

34,078

36,438
▲556

+771
+1,061

+1,295
+2,360



次に、営業利益の状況です。

全体では対前期比1,482億円の増益となりました。

日本セグメントは、
公共・社会基盤分野では減益となりましたが、
金融、法人分野で増益し、セグメント全体で46億円の増益となりました。

海外セグメントは、
増収に伴う増益やコストコントロールの効果もあり、
第2四半期におけるDC譲渡益を含めると
セグメント全体で1,583億円の増益となっております。

10ページをご覧ください。
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営業利益 ｜増減内訳（2026年3月期 第3四半期実績）
日本セグメントが増益となり、海外セグメントのDC譲渡益等により全社で増益。

2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

日本 海外
(DC譲渡益
為替影響除き)

DC譲渡益 為替影響* その他 2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

（単位：億円）

公共・社会基盤

金融

法人

+123

+38

▲129

+1,583

営業利益
（営業利益率）

2025年3月期 2026年3月期 対前年度 対業績予想 2025年3月期 2026年3月期 対前年度

4月～12月 4月～12月 増減 2026年3月期 予想 2025.4～12進捗率 10月～12月 10月～12月 増減

合計
2,360 3,842 +1,482 4,960 77.5% 870 1,152 +283
(6.9%) (10.5%) (+3.6P) (10.1%) (7.4%) (9.0%) (+1.5P)

日本 1,399 1,445 +46 2,120 68.2% 539 640 +101

海外 715 2,297 +1,583 2,810 81.8% 239 541 +301

その他 247 100 ▲147 30 - 91 ▲29 ▲120

（単位：億円）

+1,482

(*)

2,360

3,842

+46
+315

+1,295

▲27
▲147

(*) 為替影響は、全ユニット共通でUSD建実績値を円換算した際の、当年度と前年度の為替レート差による影響額を表示しております。
USD為替レート（期中平均レート）は2025年3月期 4月～12月：152.64円、 2026年3月期 4月～12月：148.71円。DC譲渡益のみ147.03円（取引日レート）。



（説明省略）
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2
業績内訳等

1. 2026年3月期 第3四半期実績

2. 業績内訳等

• 日本セグメントの業績内訳

• 海外セグメントの業績内訳

• NTT DATAの地域別ポートフォリオと利益率推移

• 海外セグメントの状況 海外事業統合の進捗状況

• 海外セグメントの状況 データセンター事業の投資・収支等の状況

3. 主な事業トピックス

4. 巻末資料



© 2026 NTT DATA Group Corporation
10

（単位：億円）

2025年3月期 2026年3月期 対前年度 2026年3月期 対業績予想 2025年3月期 2026年3月期 対前年度
4月～12月 4月～12月 増減 予想 2025.4～12進捗率 10月～12月 10月～12月 増減

受注高 12,320 14,693 +2,373 18,100 81.2% 3,558 4,466 +908

再
掲

公共・社会基盤 4,812 5,702 +890 6,910 82.5% 914 1,637 +723

金融 4,166 5,236 +1,070 6,410 81.7% 1,550 1,543 ▲7

法人 2,822 3,059 +237 4,100 74.6% 999 1,013 +14

売上高 13,827 14,598 +771 19,590 74.5% 4,961 5,162 +201

再
掲

公共・社会基盤 5,511 5,667 +156 8,660 65.4% 2,039 1,969 ▲70

金融(*) 5,018 5,455 +437 7,490 72.8% 1,777 1,875 +98

法人 4,283 4,333 +50 5,540 78.2% 1,493 1,503 +10

営業利益（営業利益率） 1,399(10.1%) 1,445(9.9%) +46(▲0.2P) 2,120(10.8%) 68.2% 539(10.9%) 640(12.4%) +101(+1.5P)

再
掲

公共・社会基盤 703(12.8%) 574(10.1%) ▲129(▲2.6P) 1,200(13.9%) 47.8% 274(13.4%) 249(12.6%) ▲25(▲0.8P)

金融 536(10.7%) 659(12.1%) +123(+1.4P) 850(11.3%) 77.5% 201(11.3%) 248(13.2%) +47(+1.9P)

法人 474(11.1%) 512(11.8%) +38(+0.8P) 680(12.3%) 75.3% 165(11.0%) 195(13.0%) +30(+1.9P)

【受注高】公共、金融分野の大型案件獲得等により、三分野すべてにおいて増加。

【売上高】主にテレコム・ユーティリティや地域金融機関向けの規模拡大により、三分野すべてにおいて増収。

【営業利益】公共・社会基盤分野は中央府省における昨年の高利益率案件の剥落等により対前年減益であるが、

金融、法人分野の増益に伴い日本セグメント全体では増益。

日本セグメントの業績内訳

(＊)金融分野の2025年3月期実績（売上高）について、グループ会社間取引の消去に関する前提を2026年3月期予想の前提に合わせて変更(影響額：2025年3月期 4月～12月▲343億円、2025年3月期 10月～12月 ▲119億円)

しております。

こちらは、日本セグメントの業績内訳でございます。

金融、法人分野においては受注高、売上高、営業利益のすべての
項目について対前期増となりました。

公共・社会基盤分野では増収減益となりました。
減益の理由は、前年比で不採算損失が増加したことに加え、
中央府省における昨年の高利益率案件がなくなったことによるものです。

日本全体での業績予想達成を目指してまいります。

11ページをご覧ください。
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2025年3月期
4月～12月

2026年3月期
4月～12月

前期比
（金額）

2026年3月期
予想

対業績予想
2025.4～12

進捗率

2025年3月期
10月～12月

2026年3月期
10月～12月

前期比
（金額）

為替影響(*3)

除き
為替影響(*3)

受注高(*4) 24,224 25,320 +1,095 +1,765 ▲669 29,000 ー 8,047 8,122 +75

再
掲

North America 6,081 5,142 ▲939 ▲803 ▲136 7,980 64.4% 2,838 1,203 ▲1,635

EMEAL 7,614 8,279 +665 +884 ▲219 12,670 65.3% 2,829 3,339 +510

APAC 2,613 2,871 +258 +334 ▲76 4,780 60.1% 874 1,028 +154

GTSS 7,916 8,936 +1,019 +1,256 ▲236 3,570 ー 1,507 2,460 +953

売上高 20,541 22,340 +1,800 +2,356 ▲556 30,267 73.8% 6,828 7,966 +1,137

再
掲

North America 4,524 4,451 ▲73 +44 ▲118 6,400 69.5% 1,456 1,592 +136

EMEAL 7,670 7,955 +284 +495 ▲210 11,000 72.3% 2,584 2,920 +335

APAC 2,743 2,645 ▲97 ▲28 ▲70 4,080 64.8% 888 923 +35

GTSS 6,401 7,950 +1,549 +1,725 ▲176 10,127 78.5% 2,168 2,427 +259

EBITA(*2)（EBITA率） 1,107(5.4%) 2,707(12.1%) +1,600(+6.7p) +1,637 ▲37 3,380(11.2%) 80.1% 373(5.5%) 675(8.5%) +302

再
掲

North America 270(6.0%) 322(7.2%) +52(+1.3p) +61 ▲9 610(9.5%) 52.8% 90(6.2%) 156(9.8%) +67

EMEAL 325(4.2%) 391(4.9%) +66(+0.7p) +76 ▲10 700(6.4%) 55.9% 98(3.8%) 187(6.4%) +90

APAC 206(7.5%) 204(7.7%) ▲3(+0.2p) +3 ▲5 410(10.0%) 49.7% 60(6.7%) 71(7.7%) +12

GTSS 613(9.6%) 2,150(27.0%) +1,537(+17.5p) +1,560 ▲23 2,370(23.4%) 90.7% 242(11.2%) 330(13.6%) +88

【受注高】North Americaの反動減があるものの、GTSSにおける大型案件獲得のためセグメント全体で増加。

 【売上高】GTSSの好調さが継続しており、North AmericaとEMEALについても増収。

 【EBITA】GTSSの一過性収益や、各リージョナルユニットのコストコントロールにより為替影響除きで全ユニットにおいて増益。

海外セグメントの業績内訳

(*1) 海外セグメントの組織変更に伴い、 2025年3月期実績、2026年3月期 予想の変更後の内訳の数値を掲載しております。 (*2) EBITA ＝ 営業利益 + 買収に伴うPPA無形固定資産の償却費等。
(*3) 為替影響は、全ユニット共通でUSD建実績値を円換算した際の、当年度と前年度の為替レート差による影響額（DC譲渡益を除く）を表示しております。

USD為替レート（期中平均レート）は2025年3月期 4月～12月：152.64円、 2026年3月期 4月～12月：148.71円。
(*4) このうち、データセンター事業の受注高は、2025年3月期 4月～12月：5,287億円、2026年3月期 4月～12月：5,965億円。2026年3月期予想には含みません。

（単位：億円）

DC事業
除き

DC事業
除き

ここからは、海外セグメントの業績内訳をご説明いたします。

North Americaでは、昨年の大型案件需要の反動減により受注高が
対前年で減少したものの、受注済である大型案件の売上展開により
為替影響除きで増収増益となっております。

EMEALでは、昨年度よりドイツ等の不調が継続しておりますが、
中南米・スペイン等が好調であり、UKも復調傾向であるため、
EMEAL全体で増収増益となっております。

APACでは、通信端末機器販売等が不調であるものの、
クラウド＆セキュリティ事業が成長しており、為替影響除きで
減収増益となっております。

GTSSでは、DC譲渡益の効果に加えて、第1四半期と第3四半期における
DC販売に伴うインセンティブ等の一過性の収入もあり、増収増益となっております。

全体として復調傾向となっておりまして、次ページで昨年度からの推移を
ご説明させていただきます。

12ページをご覧ください。
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NTT DATAの地域別ポートフォリオと利益率推移

EMEAL
EBITA率

APAC
EBITA率

JAPAN
営業利益率

North America
EBITA率

GTSS (*)

EBITA率

0

5

10

15

20

4-6 7-9 10-12 1-3

FY2024

FY2025

• 2025年3月期から2026年3月期の第3四半期にかけて、各地域における収益性が向上している。

© 2026 NTT DATA Group Corporation

(*) GTSSはDC譲渡益を除く
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こちらは、2026年3月期第3四半期時点の地域別ポートフォリオと、
直近の四半期別利益率の推移を示しております。

円グラフは売上高の内訳を示しております。
日本が全体の4割、海外が6割を占めますが、海外については
リージョン別のIT事業においてNorth America ・EMEAL・APACをカバーしており、
GTSSのデータセンター事業においても、グローバル全体でポートフォリオを
構築しております。

次に、利益率においては地域毎の折れ線グラフでご覧いただけるように、
・North Americaは、今年度第3四半期に利益率が改善しております。
一過性の増益要因を含むものの、それを除いても復調傾向となっております。
・EMEALも徐々に改善傾向にあります。
国別に申し上げると、UKに改善が見られているほか、
ドイツは10月より新体制のもと様々な施策に取り組んでおります。
・APACは、昨年度の第3、第4四半期の利益率が悪化しておりましたが、
この主な原因となっていた不採算案件に収束の見通しが立ちつつあります。

利益改善に向けた取り組みを継続し、
引き続きこのペースを維持・加速させていきたいと考えております。

13ページをご覧ください。
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こちらは、海外事業統合の進捗状況です。

前期まではコーポレート機能やオフィス統合を中心に
実施しておりましたが、今期以降はグローバルの競争力強化に向けて、
業務プロセスの高度化、事業運営の最適化に取り組んでおります。

事業統合費用として第3四半期までに150億円を支出し、
主にERPの統合とコーポレート機能の最適化を進めております。

14ページをご覧ください。

13

© 2026 NTT DATA Group Corporation
13

(   ) 内は、億円表記
(*1) FY24 実績レート 152.62円
(*2) FY25 計画レート 153円
(*3) FY25 Q3実績レート 148.71円

海外事業統合

コーポレート機能・ITシステム統合、

事業ポートフォリオ変革等

業務プロセス高度化、事業運営の最適化
（ユニット横断組織の組成等）

機能等の統合・グローバル全体での競争力強化

FY24 FY26~FY25

198M$ (302) (*1) 151M$ (230) (*2)
事業統合
費用

海外セグメントの状況

海外事業統合の進捗状況

【年間の支出イメージ】

Q1累積 Q2累積 Q3累積 Q4累積

30%

40%

10%

20%

151M$ (230)

計画

実績

31M$(45)

シナジー
300億円~

Q1累積 Q2累積 Q3累積 Q4累積

10M$ (16)

36M$ (55)

99M$ (152)

198M$(302)
：事業ポートフォリオ変革
：コーポレート機能最適化、オフィス統合 

：ITシステムの最適化
：統合推進、経営基盤変革、等

実績

70M$ (102)

実績

101M$(150) (*3)

• グローバル競争力強化に向けた業務プロセスの高度化、事業運営の最適化に注力。

• 第3四半期まで：主にERPのグローバル統合、コーポレート機能の最適化施策を推進。
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• 第3四半期までの投資実績は1,687M$(2,508億円)であり、順調に進捗。

• 第3四半期にタイで1棟(14MW)、インドで2棟(22.4MW, 25.6MW)が提供開始、日本(京都)において1棟が竣工。

• 第3四半期までの売上高はDC譲渡益を除いて1,941M$、EBITDAは793M$であり、前期比で順調に進捗。

海外セグメントの状況

データセンター事業の投資・収支等の状況

FY23 FY24 FY25

データセンター投資の状況
(*2)

通期2,706

（4,130）
通期2,700

（3,905）

M$

(億円)

通期実績/計画

4-12月実績

昨年度並の
投資を継続

1,761
（2,523）

1,639
（2,502）

1,687
（2,508）

(*2) 為替レート 投資・受注高・収支は、 FY23 4月～12月143.33円、FY24 4月～12月152.64円、FY25 4月～12月148.71円、FY23年間実績144.65円、FY24年間実績152.62円。受注残高は、FY24 期末149.53円、FY25 12月末156.54円で換算。

受注高・受注残高の推移
(*2)

FY24

期末
FY25

12月末

＜受注高＞ <受注残高>M$ 

(億円)
14,974

(22,391)

4,540

（6,928）
17,482

（27,366）
通期実績

FY24 FY25

3,463

（5,287）

4,011

（5,965）

FY24

4-12月
FY25

4-12月

36% 41%

17% 22%

FY24 4-12月 FY25 4-12月

1,941

（2,886）
793

（1,179）
637

（973）

M＄
 (億円)

収支実績の推移（DC譲渡益除き）
(*2)

売上高 EBITDA 営業利益 EBITDAマージン 営業利益率

1,790

（2,732）

302(461) 436(649)

サービス提供状況
(*1)

670

670

670

440

430

430

400

400

340

100

70

60 約1,500MW

約1,610MW

North America EMEA India APAC

2026年3月末
（見込）

2025年3月末
（実績）

+約110MW

約1,570MW
2025年12月末
（実績）

（単位）MW

(*1) REITへ譲渡したデータセンターは当社グループが継続して運用するため、提供中数値に含有。

ここからは、データセンター事業の状況をご説明いたします。

投資実績については、第3四半期までで1,687M米ドル投資しており
順調に進捗しております。

また、第3四半期においてタイとインドで新規にサービスを開始したほか、
京都のデータセンターが竣工しております。

収支についても、GTSSの業績にてご説明のとおり、
DC譲渡益を除いてもデータセンター事業は順調に拡大しております。

16ページをご覧ください。
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（説明省略）
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3
主な事業トピックス

1. 2026年3月期 第3四半期実績

2. 業績内訳等

3. 主な事業トピックス

• Quality Growthを実現するための注力領域

• AI新会社「NTT DATA AIVista」を米国シリコンバレーに設立

4. 巻末資料
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• インダストリ固有のビジネス課題・規制に対応したAIエージェントによる新たな価値をプライベートAI・ソブリンニーズにも対応した
ハイブリッドクラウド基盤まで含めフルスタックで提供。

• この提供モデルを迅速かつグローバル規模で進めていくため、AI新会社の設立や、パートナーとのアライアンス強化を推進。

Next-Gen 
Infrastructure

AI-empowered
New Value & Productivity

Focus Areas

Banking Insurance Automotive Industrial

CPG Public Telecom ・・・

インダストリごとの
固有課題への価値提供

ドメイン別オファリングの
インダストリ横断での展開

AIエージェント活用を支える
次世代インフラ基盤を提供

フルスタックでの
価値提供

Customer 

Experience
Supply Chain Sustainability

AIエージェントによる業務変革の推進
• 海外リージョンでの戦略的パートナーシップを拡大し、ServiceNow

社と共同でのAI-drivenソリューション開発・導入によりAIによる顧
客の業務変革を推進

パートナーアライアンス関連の主なトピック

(2025.11)

ソブリンクラウドのサービス強化

• 日本国内で、当社クラウドサービスのOpenCanvas®上にOracle 

Alloyを導入し高セキュアなクラウドサービスのラインナップを強化

• 日本国内で、 AIプラットフォームサービスの共同構築・提供を目的と
したプライベートAI活用支援での包括提携に関する覚書を締結

プライベートAI基盤のサービス強化

(2025.12)

(2026.1)

(2026.1)

主な事業トピックス

Quality Growthを実現するための注力領域

クラウド移行・AIエージェント活用の推進
• 日本に加え、グローバル市場を対象にした戦略的協業契約を締結

し、クラウド移行やモダナイゼーション、AIエージェント活用を推進

「Quality Growthを実現するための注力領域」についてご説明します。

2025年11月の決算説明会でも示した通り、
「AI-empowered New Value ＆ Productivity」と「Next-Gen Infrastructure」を
キーワードに、インダストリ固有のビジネス課題や規制などに対応した
AIによる新たな価値提供を推進していきます。

そのための提供体制を、迅速かつグローバル規模で進めていくために、
パートナーとのエコシステム形成を強化しております。
先日は、AWS社とのクラウド移行・AIエージェント活用の推進に向けた
グローバルアライアンスの締結を発表いたしました。

今後も、パートナーとのアライアンスも活用しながら、
AIや次世代インフラによる価値提供を通じたQuality Growthの実現を目指してまいります。

17ページをご覧ください。
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FY27のAIエージェント関連ビジネス売上3,000億円達成に向けて、
グループ全体の新たなAI Nativeビジネス創出を牽引

AI新会社
AI Tech /AI Biz 

Expert

Industry Professionals

顧客基盤コンサルティング力 エンジニアリング力

AI Nativeの
新規ビジネス創発

外部からの
高度人財登用

パートナー
エコシステム強化

AIブランド
ポジショニング強化

最新AIテクノロジーの社会実装をリードし、
お客様の経営課題解決・事業成功に資する新しい価値を創出

CEO：Bratin Saha
（ブラティン・サハ）

2016-2018年：
NVIDIA/Vice President

2018-2024年：
AWS/Vice President, 

Machine Learning Services

2024-2025年：
DigitalOcean/Chief Product 

and Technology Officer

主な事業トピックス

AI新会社「NTT DATA AIVista」を米国シリコンバレーに設立

AI Capability

続いて、昨年末に米国シリコンバレーに設立したAI新会社「NTT DATA AIVista」について
ご説明します。

先ほどご説明した「AI-empowered New Value ＆ Productivity」として
価値提供していくうえで鍵になるのは、AI技術そのもの以上に、お客様固有のデータや
業務・業界特性に合わせてAIを実装し、ビジネス成果につなげるラストマイルです。

「NTT DATA AIVista」は、このラストマイルの実装力を強化するために設立し、
CEOにはBratin Sahaが就任しました。
彼は、NVIDIA、AWSといった世界有数のテクノロジー企業でAIや機械学習分野の
事業成長を牽引してきた経験を持ち、テクノロジーとビジネスの両面からグローバルで
成長をリードできる人材です。

2027年度に掲げるAIエージェント関連ビジネス売上3,000億円の達成を
「NTT DATA AIVista」がけん引してまいります。

私からのご説明は以上とさせていただきます。ありがとうございました。

17
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4
巻末資料 -決算・業績予想値の詳細-

1. 2026年3月期 第3四半期実績

2. 業績内訳等

3. 主な事業トピックス

4. 巻末資料

為替レート／連結業績／受注高・受注残高（連結）／売上高（連結）
／四半期情報（連結）／連結財政状態計算書／データセンター事業
（海外セグメント）の状況／業績予想修正の海外セグメント内訳

（以降説明省略）

18
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期中平均
レート

第1四半期

第2四半期

第3四半期

第4四半期

期末日レート

期中平均
レート

第1四半期

第2四半期

第3四半期

第4四半期

期末日レート

為替レート

・ USD為替レート ※為替影響は、全ユニット共通で、USD建実績値を円換算した際の、当年度と前年度の為替レート差による影響額を表示

通貨（USD/JPY） （単位：円）

6月末 9月末 12月末 3月末

149.53142.82161.14 158.17

2024/4月 7月 10月 1月

2025/4月 7月 10月 1月

6月末

144.82

152.62
152.64

152.78

155.85

通期業績予想レート：153.00

144.59

2025年3月期

2026年3月期

146.03

148.89
9月末

148.71（前年同期比▲3.93）

156.54
12月末

19
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連結業績
（単位：億円）

2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

前期比
（金額）

2025年3月期
実績

2026年3月期
予想

前期比
（金額）

受注高(*1) 36,643 40,020 +3,377 49,616 47,200 -

DC事業以外 31,357 34,055 +2,698 42,688 47,200 +4,512

DC事業 5,287 5,965 +679 6,928 - -

受注残高(*1) 65,161 73,846 +8,685 64,012 46,750 -

DC事業以外 42,278 46,479 +4,201 41,622 46,750 +5,128

DC事業 22,882 27,366 +4,484 22,391 - -

売上高 34,078 36,438 +2,360 46,387 49,107 +2,720

売上原価 24,760 25,362 +601 33,513 34,105 +592

売上総利益 9,317 11,076 +1,759 12,874 15,002 +2,128

販売費及び一般管理費 6,957 7,234 +277 9,635 10,042 +407

人件費 3,646 3,847 +201 4,917

作業委託費 1,339 1,319 ▲20 1,883

経費等その他 1,972 2,068 +96 2,835

営業利益 2,360 3,842 +1,482 3,239 4,960 +1,721

営業利益率(%) 6.9 10.5 +3.6P 7.0 10.1 +3.1P

金融収益・費用／持分法投資損益 ▲590 ▲604 ▲14 ▲749 ▲920 ▲171

税引前四半期利益 1,770 3,238 +1,469 2,490 4,040 +1,550

法人所得税費用 866 1,069 +203 1,097 1,440 +343

四半期利益 904 2,169 +1,265 1,393 2,600 +1,207

非支配持分 ▲61 650 +711 ▲32 630 +662

当社株主 965 1,518 +554 1,425 1,970 +545

設備投資 4,383 4,354 ▲29 6,757 8,010 +1,253

減価償却費等(*2) 2,236 2,316 +80 2,987 3,110 +123

DC事業除き

DC事業除き

(*1) 2026年3月期予想の受注高及び受注残高には、データセンター（DC）事業の数値を含まない。
(*2) 2020年3月期以降はリース償却費を含めずに算出。

20
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2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

2025年3月期
実績

2026年3月期
予想

日本 12,320 14,693 17,475 18,100 

再
掲

公共・社会基盤 4,812 5,702 6,626 6,910 

中央府省・地方自治体・ヘルスケア 3,002 3,422 4,002 4,180 

テレコム・ユーティリティ 809 1,186 1,259 1,390 

金融 4,166 5,236 5,961 6,410 

大手金融機関 1,718 1,678 2,510 2,150 

地域金融機関 1,230 2,035 1,766 2,640 

決済・保険 787 1,181 1,133 1,230 

法人 2,822 3,059 4,187 4,100 

製造・サービス 872 1,379 1,207 1,780 

小売・消費財 660 641 942 1,040 

コンサルティング・ペイメント 1,289 1,038 2,037 1,280 

海外(*) 24,224 25,320 31,995 29,000 

受注残高(*) 65,161 73,846 64,012 46,750 

再
掲

日本 18,233 20,491 18,304 18,890 

公共・社会基盤 7,121 7,922 6,783 6,740 

金融 9,173 10,312 9,327 10,120 

法人 1,637 1,901 1,927 1,700 

海外(*) 46,889 53,353 45,662 27,680 

受注高・受注残高（連結）
受注高内訳詳細（外部顧客向け）

受注残高内訳詳細

（単位：億円）

DC事業除き

DC事業除き

DC事業除き

(*) 2026年3月期予想の受注高及び受注残高には、データセンター（DC）事業の数値を含まない。
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売上高（連結）
内訳詳細（外部顧客向け）

製品及びサービス別（外部顧客向け）

（単位：億円）

2025年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

2026年3月期
第3四半期実績
（4月～12月）

2025年3月期
実績

2026年3月期
予想

日本 13,565 14,232 18,939 19,100

再
掲

公共・社会基盤 4,558 4,647 6,699 6,970

中央府省・地方自治体・ヘルスケア 2,734 2,581 4,004 4,210

テレコム・ユーティリティ 962 1,059 1,419 1,420

金融 4,417 4,824 6,169 6,170

大手金融機関 1,667 1,748 2,262 2,420

地域金融機関 1,334 1,462 1,936 2,030

決済・保険 1,149 1,251 1,572 1,720

法人 3,954 3,991 5,190 5,090

製造・サービス 860 1,396 1,179 1,800

小売・消費財 856 725 1,122 1,140

コンサルティング・ペイメント 2,238 1,870 2,888 2,150

海外 20,428 22,206 27,314 30,267

コンサルティング 4,288 4,937 5,735 5,850 

統合ITソリューション 5,152 5,143 7,030 6,960 

システム・ソフトウェア開発 6,144 5,904 8,899 9,200 

メンテナンス・サポート 8,277 7,596 11,149 11,330 

データセンター(*) 2,757 4,652 3,778 5,180 

通信端末機器販売等及びその他のサービス 7,459 8,206 9,795 10,587 

製品及びサービス別の売上高 合計 34,078 36,438 46,387 49,107 

(*) 主にGTSSが行うデータセンター事業の数値。
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四半期情報（連結）

■売上高

■営業利益

■受注高

(*) NTT Ltd.は、2023年3月期 第3四半期より連結開始。 売上高、営業利益は、2023年3月期第3四半期よりNTT Ltd.の値を含む。受注高は、2023年3月期は含まず、2024年3月期より含む。

（単位：億円）

NTT Ltd.除き
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連結財政状態計算書
（単位：億円）

内訳項目は再掲表示

(*) 連結有利子負債残高の内訳(2026年3月期第3半期実績)：通貨別ではドル建約40%・その他の外貨建約30%・円建約30%。変動・固定別では、全体の約40%が変動金利での借入。

2025年3月期
期末実績

2026年3月期
第3四半期実績

前期比
増減（金額）

流動資産 27,547 28,460 +912

現金及び現金同等物 4,446 4,760 +314

売掛金及び契約資産 15,877 16,479 +602

棚卸資産 559 864 +305

売却目的保有資産 931 6 ▲925

非流動資産 50,227 56,062 +5,835

有形固定資産 21,782 25,182 +3,400

無形資産 6,947 7,067 +120

のれん 13,511 14,716 +1,205

その他の金融資産（投資有価証券） 980 1,567 +587

資産合計 77,774 84,522 +6,748

流動負債 28,331 26,405 ▲1,926

買掛金 5,021 5,146 +125

契約負債 4,718 4,978 +260

社債及び借入金（流動） 9,697 7,046 ▲2,650

非流動負債 20,758 25,919 +5,161

社債及び借入金 16,294 21,105 +4,811

リース負債（非流動） 1,683 1,796 +113

負債合計 49,089 52,324 +3,235

当社株主に帰属する持分 18,305 20,501 +2,197

非支配持分 10,380 11,696 +1,316

資本合計 28,685 32,198 +3,513

負債及び資本合計 77,774 84,522 +6,748

【再掲】有利子負債残高(*) 25,991 28,152 +2,161
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2025年3月期
実績（4月～12月）

2026年3月期
実績（4月～12月）

前期比
（金額）

2025年3月期
実績

2026年3月期
予想

前期比
（金額）

受注高 5,287(3,463) 5,965(4,011) +679(+548) 6,928(4,540)

受注残高（会計期間末） 22,882(14,467) 27,366(17,482) +4,484(+3,016) 22,391(14,974)

売上高 2,732(1,790) 4,180(2,821) +1,449(+1,032) 3,712(2,432) 5,167(3,412) +1,456(+980)

EBITDA 973(637) 2,473(1,673) +1,501(+1,036) 1,370(898) 2,780(1,852) +1,410(+954)

EBITDAマージン(%)※DC譲渡益含む 36% 59% - 37% 54% -

EBITDAマージン(%)※DC譲渡益除く 36% 41% - 37% 38% -

営業利益（本社共通コスト配賦前） 461(302) 1,943(1,317) +1,482(+1,014)

営業利益率(%) ※DC譲渡益含む 17% 47% -

営業利益率(%) ※DC譲渡益除く 17% 22% -

投資額 2,502 (1,639) 2,508(1,687) +6(+48) 4,130(2,706)

（単位：億円(M$)）

2025年3月期
期末実績

2026年3月期
第3四半期実績

前期比
（金額）

資産 26,370(17,635) 29,298(18,716) +2,927(+1,080)

再掲）非流動資産 19,829(13,261) 23,437(14,972) +3,609(+1,711)

負債 21,507(14,383) 22,856(14,600) +1,348(+217)

再掲）有利子負債 15,995(10,697) 17,186(10,979) +1,191(+282)

(*1) GTSSのデータセンター事業部門の収支を計算するための管理会計上の数値（非監査）。
親会社であるNTT及び当社グループとの会社間取引を含み、GTSSのその他事業との共通費用の配分など
一定の方法で算定。

(*2) EBITDA・営業利益は、一部の本社共通コスト等の費用を含まない数値。
(*3) DC譲渡益のみ147.03円(取引日レート) 。

North 

America
EMEA India APAC 合計

提供中<2025年12月末> 約670 約430 約400 約70 約1,570

計画中<2025年12月末＞ 約370 約260 約105 約90 約830

2025年度提供開始予定 0 約10 0 約30 約40

（単位：MW）

2025年3月期
通期実績

2026年3月期
(2025年度)

通期計画
第3四半期実績

(4月～12月)

提供開始 約380 約110 約70

提供中（会計期間末） 約1,500 約1,610 約1,570

昨年度並の投資を継続

全体の提供状況
地域別の提供状況

（単位：MW）

データセンター事業（海外セグメント）の状況
■データセンター事業の収益等(*1) (*2) (*3)

■提供MW

25
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2025年3月期
実績(*1)

2026年3月期
修正予想

前期比
（金額）

2026年3月期
期初予想(*1)

期初予想差
(金額)

受注高(*3) 31,995 29,000 ▲2,995 29,000 ー

再掲

North America 7,864 7,980 +116 7,980 ー

EMEAL 10,141 12,670 +2,529 12,670 ー

APAC 3,334 4,780 +1,446 4,780 ー

GTSS 10,656 3,570 ▲7,086 3,570 ー

売上高 27,509 30,267 +2,758 30,527 ▲260

再掲

North America 6,004 6,400 +396 6,400 ー

EMEAL 10,270 11,000 +730 11,000 ー

APAC 3,637 4,080 +443 4,080 ー

GTSS 8,614 10,127 +1,513 10,387 ▲260

EBITA(*2)（EBITA率） 1,547(5.6%) 3,380(11.2%) +1,833(+5.5p) 3,640(11.9%) ▲260

再掲

North America 339(5.7%) 610(9.5%) +271(+3.9p) 610(9.5%) ー

EMEAL 466(4.5%) 700(6.4%) +234(+1.8p) 700(6.4%) ー

APAC 250(6.9%) 410(10.0%) +160(+3.2p) 410(10.0%) ー

GTSS 973(11.3%) 2,370(23.4%) +1,397(+12.1p) 2,630(25.3%) ▲260

業績予想修正の海外セグメント内訳

(*1)2026年3月期第2四半期に実施した海外セグメントの組織変更に伴い、 2025年3月期実績、2026年3月期 予想の変更後の内訳の数値を掲載しております。
(*2) EBITA ＝ 営業利益 + 買収に伴うPPA無形固定資産の償却費等。
(*3) このうち、データセンター事業の受注高は、2025年3月期 4月～12月：5,287億円、2026年3月期 4月～12月：5,965億円。2026年3月期予想には含みません。

（単位：億円）

DC事業
除き

DC事業
除き

DC事業
除き

DC事業
除き
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